
 

 

 

返している２年  

３月１１日に第７９回卒業式を行い、５８名が卒業しまし

た。後期入試終了後からスイッチを切り替えて、「花翔」をテーマに気持ちを高めて迎えた

卒業式。緊張の中にも、堂々とした姿で臨んでくれました。１．２年生からは温かい感謝

と応援のメッセージが送られ、その言葉や姿勢を感じ取った３年生は、次年度を担う後輩

たちに頼もしさを感じたことと思います。３年生の「別れの言葉」の中には、３年間の印

象的な場面が織り込まれ、その一つ一つを思い出しながら、あふれる涙と共に最後のメッ

セージとして伝えてくれました。最後に歌った合唱曲は

『群青』。『群青』は東日本大震災をきっかけに生まれた曲。

今年の卒業式は３月１１日。３年生は卒業と『群青』を重

ねていたことと思います。『群青』の歌詞には「当たり前

が、幸せだと知った」と綴られています。そして、「また会

おう、群青の町で」と締めくくっています。「みんなと共に

生活できることは本当に幸せなこと」、「また会えることは、

互いに生きているからこそのこと」。『群青』はそう伝えているのだと思います。ステージ

で実感した想いを胸に、４月からの道を歩

んでほしいと願います。  

３年生がたくましく成長したことはも

ちろん、１．２年生もそれは同様で、その

成長ぶりに驚くと同時に大きな喜びを感

じています。４月からはそれぞれに進級

し、立場も大きく変わります。１年後、２

年後に描く目標に向けて努力を続け、目標

とされる先輩になってほしいと思います。 

令和７年度が修了となります。昨年の今頃も同様なこ

とを記しましたが、市川中では、生徒・教職員共に「毎

日を幸せと思える」学校であるように取り組んできまし

た。「幸せ」の捉え方はそれぞれかも知れませんが、学校が楽しいと思える場所であること、

来たいと思える場所であることが大切だと思います。その原動力が、楽しい授業や学びで

あり、豊かな人間関係であれば最高です。ですが、学ぶことの楽しさを感じるには、継続

して学んだり、基礎的・基本的な内容を身に付けたりしていくことが必要ですし、豊かな

人間関係をつくったり、時に折り合いを付けたりすることも必要でしょう。どちらもすぐ

に身につくものではありませんし、継続した努力が必要です。年度末・年度はじめはリセ

ットしたり切り替えたりする好時期です。短いですが、新たなスタートを切るよい準備の

時間を過ごしてほしいです。保護者の皆様におかれましては、１年間、本校の教育活動へ

のご理解と、たくさんのお力添えをいただき、心から感謝いたします。本当にありがとう

ございました。来年度も、どうぞよろしくお願いいたします。  

     

 

令和８年  

３月２３日（第２４号） 

学校長  村松  章史  

58 名が卒業 未来に幸あれ 

第 79 回卒業式 

修了式を迎えて  

校庭の桜も一気に開花  

 入学式は葉桜か・・・  



 

表面で「年度末・年度はじめはリセット・切り替えのチャンス」と書きました。生徒にも自分を

見直したり、バージョンアップしたりする機会にしてもらいたいと思います。自主的な学習の習慣

化に向け、「ノートの取り方」について自分なりに思うことを記しました。今後の参考になればと。 


